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メロン、丸い形は地球に見える？メロンのようにおいしく、その表面の網目のように
緻密なネットワークを広げる月刊情報誌をめざします！
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　今年の夏はなんだか早く終わって、もう秋の空気となった今日この頃。いつもなら今頃は秋のイベントシー

ズン開始！の時期で、多民族フェスティバルに向けた準備も始まり、みんなでドタバタしている頃だが、先

の見えない新型コロナウイルスの影響が続く。今年の多民族フェスティバルの開催については 6 月と 8 月に

実行委員会で議論がなされ、昨年に続いて今年も小野原公園での開催は中止することが決定された。残念だ

がこの状況ではやむを得ない。

　毎年約3,000人の来場者を数え、地域のなかでも恒例行事として定着してきた多民族フェスティバル。昨年、

中止した際には「今年はないの？」「楽しみにしていたのに」といった声が地域の方々からも寄せられた。そ

こで、協会事務局は「多民族フェスティバルの魅力を紹介するオンライン・イベント」の開催を準備中だ。

　毎年 1日限りのフェスだが、さて実際にはどんな人たちが運営

しているの？その目的は？楽しいイベントの裏側にある、主催者、

出店者の思いやエピソードを紹介し、「このフェスティバル、実

はこういうお祭りだったんです！」ということを知ってもらうこ

とが目的だ。11 月 13 日（土）12:00 から約 1 時間にわたり動画

で配信する。フェスの魅力に新たなスパイスを加える今回のオン

ラインイベント。詳しくは協会ホームページで告知するので、ぜ

ひとも視聴してほしい。（河合）

11/13( 土 )

多民族フェスティバルの魅力 を
伝えるオンラインイベントを開催します！ 小野原公園での

多民族フェスティバルは中止
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オーストリア基本情報

　人口：約 880万人

　面積：北海道と同じくらい 

　首都：ウィーン 

　公用語：ドイツ語

○滞在のための準備

　今回は渡航前の準備編として、オーストリアの滞在許

可書を取得する過程を記す。あくまでオーストリアの例

であり、必要な書類などは国によって異なる。

　オーストリアでは、6 ヶ月以上滞在する場合に長期滞

在許可書を申請する必要がある。現地の市役所に行き、

必要書類を提出することで取得できる。必要な書類は約

10通 (!) で、ほとんどの書類は現地で用意する。

オーストリアに6ヶ月以上滞在する場合に必要な書類

(2021 年 9月現在 )

　○日本で取得する書類と申請場所

　　・戸籍抄本　　：本籍地がある市役所

　　・無犯罪証明書：住民票がある都道府県の警察本部

　戸籍抄本はさておき、無犯罪証明書は初めて耳にした

人も多いのではなかろうか（軽度でも犯歴があった場合

の対処は怖くて確認していない）。戸籍抄本は市役所で申

請した後すぐに受け取れる。一方、無犯罪証明書は警察

署で全ての指の指紋を採取し、申請日の二週間後に改め

て取りに行く。内容が気になるところだが、現物は封筒

に入って密封されている。開封すると無効になるため、

残念だが中身は確認できない。

○ドイツ語への翻訳依頼

　申請書類は、全て公用語のドイツ語であることが望ま

しいので、日本語の書類はドイツ語に翻訳する必要があ

る。依頼する翻訳業者はオーストリア政府が認めた機関

のみ有効。その前に、日本の公的機関が「この書類は本

物ですよ」と認めたことを示す印がないと、翻訳しても

らえない。書類を外務省に郵送し、認証印「アポスティー

ユ」を押したものを受け取る。これでやっと翻訳業者に

依頼する準備が整った。ちなみに、無犯罪証明書はドイ

ウィーン留学体験記【準備編】

ツ語を含む五カ国語で発行されるため、アポスティーユの

みで翻訳は不要だった。

○現地に着いてから

　オーストリアの国民健康保険への加入や、銀行の開設な

どを行った後、それぞれの証明書を用意する。たとえ苦労

して書類をそろえても、申請する窓口の担当者によって追

加で書類を求められる場合があるため、受理されるまで不

安は拭えない。

○現地の言葉がわからないことへの不安 

　必要書類の中で、ドイツ語で記載しなければならならず、

自動翻訳が機能しないものがあった。筆者はドイツ語初学

者であり内容がほとんどわからないため、単語を一つ一つ

調べて記載したが、言わずもがな骨折りの作業であった。

それに、重要な書類の言語が理解できないのは相当な不安

であり、勉強しなければならないと焦りを感じた。

○来日して長期間生活している人への印象の変化　

　一方で、現地語が必須だというのは、多数派に合わせる

のが当たり前という「同化」の考え方だとも言える。言語

の勉強以外を目的として他の国から来た人に、長く滞在す

るなら現地の言葉を身につけるべきだとする考え方は、当

たり前ではないはずだ。自分がつい自然にそう考えたこと

は、一つの言語が圧倒的な力を持つ日本で生まれ育ったこ

とに関連があるのではないかとヒヤリとした。

　また、準備を進める中で、日本に滞在許可書を申請する

にはどのような手続きが必要なのか疑問を抱き始めた。海

外から来日した人に出会うことは日常になり、多くの人が

日本で「普通に」暮らしているように見える。しかし、生

まれ育った国を出て、なじみのない場所で生活をするため

には、国を出る前から苦労の連続である。これまでは他人

事として関心を持とうともしなかったが、多くの外国人市

民※注が日本で「普通に」暮らしているなどと簡単に言え

ないなと感じている。

○留学体験記のこれから

　派遣先の大学で学習するのは、移民や教育を含めた社会

　先月号から「めろん」編集部に加わった筆者は、オンラインにすっ
かり慣れた大学生活を送っていたが、10 月から大学間の交換留学
でオーストリアのウィーンに 10 ヶ月間滞在する。コロナ禍の今だ
からできる体験をお伝えするため、留学の様子をレポートしてゆく。

留学
体験記
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　外国人市民の人権に取り組む団体として、過去に様々なテーマで講演会やイベントを企画・実施してきた。その様々あ
るテーマの中でも「戦争」は最もセンシティブで話しにくいテーマの一つだ。協会のような幅広い国・文化背景、立場を
持つ人が集まる場に関わりを持っていると、自身の「戦争」への捉え方が一面的であることを教えられる場が幸にも今ま
でにも何度かあった。

　今回講演をされたのは大阪大学大学院でドイツ語とドイツ文化を教えるフェーゲル・ベ
ルトリンデさん。ベルトリンデさんは、ドイツの隣オーストリア出身で、大学でも、戦争
の記憶もドイツ文化の一部と捉え、史実を学生たちに伝えているという。

　第二次世界大戦中に子ども時代を過ごした、【戦争の子ども】（1930 年から 45年生まれ
世代をさす言葉）と、【戦争の子ども】を親に持つ【戦争の孫】（1960 ～ 75 年生まれ世代
をさす言葉）へ世代を超えた戦争によるトラウマの影響。そして戦後も市井の人々の生活
にどのような影を下ろしているかについて語られた。

　ベルトリンデさんは、世代によってどのような行動パターンがみられるのか、とい
う話題から話し始めた。

「戦争」と「トラウマ」について話し合える「場」をつくる
　　　　～フェーゲル・ベルトリンデさんを迎えて～

学の分野。ちなみにオーストリアを含むドイツ語圏には、

英語で履修できる科目のある大学が多いため、ドイツ語

の知識がなくても留学することはできる。

　もともとドイツ語に興味があった筆者は、大学付属の

語学学校に通うつもりでいた。しかし準備段階で現地の

言葉がわからないことに焦りを覚えたため、渡航前に少

しでも力をつけようと語学学校の夏期集中講座にオンラ

インで参加している。Zoomでの会話形式で行われたレベ

ル分けテストでは初級レベルであったが、留学中にドイ

ツ語で現地の人にインタビューするという、割と高めの

目標を設定して学習している。

　今回は準備のみであったが、これからは情勢や文化など

はもちろん、後々は他の留学生や地元の住人などへのイン

タビューを掲載することが目標。現地のいきいきとした生

活と最新情報をレポートしていきたい。（西岡）

※注	

　「外国人市民」と一言にいっても、その人の持つ背景は

実はさまざまのため、ラベリング /カテゴライズとして適

切なのかという問題意識を持ちつつも、適切な言葉が見当

たらないためひとまずこの語を用いている。

　「めろん」の編集会議で、折に触れて「戦争」というテーマが話題に上がる。今までも、コラムや編

集後記、講演会などで定期的に取り上げている。戦後 76年となり、自身の体験として戦争を語る人が

日々減る中で、戦後生まれの私が自分ごととして継続的に「平和」をそして「戦争」に向き合えるのか、

またコミュニテイの中で共に考えていくことができるのか。安全に話すことのできる場、安全に聞く

ことのできる場を地域の中に持つための取り組みとして、「戦争」をテーマに小さな学習会を開催した。

▲フェーゲル・ベルトリンデさん



箕面市国際交流協会の

多言語による生活相談窓口

電話

soudan@mafga.or.jpメール
( 日本語・英語）

子育てや教育、仕事、医療、福祉、在留資格
など、生活での悩みや困りごとに対応します。
秘密厳守。相談は無料です。
　日時：火曜日から日曜日　9:00~17:00
　受付方法：来館、メール、電話
　対応言語：日本語、韓国 ･ 朝鮮語、
　　　　　　中国語、英語、ポルトガル語
　場所：箕面市立多文化交流センター

072-727-6912
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　以前より「戦争」と「トラウマ」というテーマに強い関心があったわけではないと話すベルトリンデさん。数年前に
続けて亡くなった両親との関わりを振り返る中で、自分自身が「【戦争の孫】に当たるのでは？」という当事者意識が芽
生えたことがきっかけになり、様々な文献を調べ始めたという。

　2000 年代に看護学校で学ぶ友人から聞いた、高齢者施設での老人たちの不可解な行動。老年期になり、加齢に伴う
身体機能の低下のため要介護となった【戦時の子ども】世代。それまでは温厚だった人が気分変動が激しくなる。戦時
中に受けた暴力により心に深い傷を負い、長く封印してきたつらい記憶が甦ることで、衣服の着脱や入浴時の介助のた
めの身体接触を極端に嫌がったり、介護者を怖がる人がいることが話された。

【戦時の子ども】への社会的な支援

　ドイツやオーストリアでは、【戦争の子ども】の 30％は何かしらのトラウマを抱えていると言われている。逆を言うと、
同じ時代を生きて全く違う体験をしている 70％の人にとっては関係のないことでもあり、そのため戦争によるトラウマ
が社会問題として理解されにくかった。結果として、適切なカウンセリング等の心理療法が近年までされてこなかった
のではと話された。

　親たちの困難とトラウマから生きづらかった経験、そしてその子どもたちが受ける影響とはどれほどのものか。戦争
は過去の特定の人たちによる経験であるばかりではなく、その次の世代にも繋がっており、また「戦争」が終わった後
もなお、トラウマは市井の人々の生活の中に脈々と生き続いていることにふれる内容だった。

　「君たちに戦争責任はない。でもそれを繰り返さない責任はある」。アウシュ
ビッツ博物館の元館長カジミエシュ・スモレンがドイツ人見学者へかけた言葉
だ。戦争体験を話せる世代が減る中、戦争を「トラウマ」と捉えることで、それ
直接体験していない世代も自分事として取り組むことができるのではないか。こ
れからもめろん編集グループでは、「戦争」、そして「平和」を重要なテーマと捉え、
地域の中により安心して話ができ、お互いを聞きあえる場を「平和」のための礎
として、共に作っていきたいと考えている。（末原）

　「戦争」と一言で言っても、立場が違えば、見えて

いる世界が違う。そして想いも人それぞれ。世界で唯

一原爆を投下された国として、日本では被害の立場か

ら「戦争」を語られることが多いが、「加害」の観点

も決して忘れてはいけない。同じ民族同士が命を奪い

あった朝鮮動乱。朝鮮半島の人たちが始めた戦争では

なく、巻き込まれた戦争だというとても複雑な思いが

ある。そしてまだその戦争は終わっていないのだから。

（崔聖子）

　ベルトリンデさんのお話は、私自身が両親（すでに他界し

ている）のさまざまな言動を個人的な性格や気質ではなく、

戦中戦後の非常に困難な時期に育ったことと関わって考えた

方がいいのではないか、と思っていた矢先にお聞きすること

ができた。戦場に送られた兵士でなくとも、物質的な欠乏に

加え、社会に満ちていた閉塞感や不条理。「戦争」という体験

をトラウマというレンズを通して見ることで、それは過去の

ものでも個人的なものでもなく、私たちの経験として語り合

う可能性を感じた。（西村寿子）

参加者の感想



MAFGA（公財）箕面市国際交流協会　月刊情報誌　めろん　No.169(2021 年 10 月 1 日発行 ) ５

ス MAFGAスナック

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ス MAFGAスナック

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ス MAFGAスナック

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ス MAFGAスナック

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ス MAFGAスナック

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ス MAFGAスナック

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

世界の朝ごはん

≪トルコ≫
10:00 ～ 13:00

世界の朝ごはん

≪中国≫
10:00 ～ 13:00

世界の朝ごはん
≪ロシア≫
10:00 ～ 13:00

世界の朝ごはん

≪ベラルーシ≫
10:00 ～ 13:00
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コム カフェ
ランチカレンダー

October
月

げつようび かようび すいようび もくようび きんようび どようび にちようび

10

休館日

休館日

21

2726

★コロナウイルス感染拡大防止のため変更になる場合があります。最新情報は、Facebook を確認ください。

30

14

４
フランクリンさん
≪キューバ≫休館日

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

１

ノックさん
≪タイ≫

休館日

モーニング  (11:00am L.O.)

朝カフェ
ランチタイム 
　- フルメニュー　￥880
　- 限定メニュー　￥770

午後カフェ　

 9:30 - 
 9:30 - 11:30
11:30 - 14:00

14:00 - 17:00

モーニング  (11:00am L.O.)

世界の朝ごはん￥660（ドリンク付）

ブランチセット	 ￥510（ドリンク付）

日・祝日

火～土
■コロナウイルス感染拡大防止対策のため、

　
3

テイクアウトのみ
3 3 3 3 3 3 3 3

の営業となります。
　お弁当のご予約お待ちしております！
　→ ご予約（comm cafe直通） 　072-734-6255

ス イ… スナック or スウィーツの日 … カフェで開催するイベント

* 売り切れ次第終了します

* ランチはありません

 9:30 - 
10:00 - 13:00  
 9:30 - 15:00 

おしらせ

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

ルーパさん
≪インド≫

コブさん
≪タイ≫

ルーパさん
≪インド≫

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 コ ム カ フ ェ は テ イ ク ア ウ ト の み で す 。

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 コ ム カ フ ェ は テ イ ク ア ウ ト の み で す 。

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 コ ム カ フ ェ は テ イ ク ア ウ ト の み で す 。

アイリンさん
≪イラン≫

6
コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 コ ム カ フ ェ は テ イ ク ア ウ ト の み で す 。

ブランチセット
（9:30 ～ 15:00）

協会主催事業のため
ランチはお休みです。

李さん
≪コリア≫

トゥエットさん
≪ベトナム≫

山口さん
≪中国≫

トゥエットさん
≪ベトナム≫

アイリンさん
≪イラン≫

フランクリンさん
≪キューバ≫

ノックさん
≪タイ≫

ホーさん
≪香港≫

31

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 コ ム カ フ ェ は テ イ ク ア ウ ト の み で す 。

箕面国際フェスティバルへの
出店のため、お休みします。
（＠大阪大学箕面キャンパス）

10/2・3 は、箕面国際フェスティバル
への出店しています。
ぜひ、遊びにいらしてください！
コムカフェからは、ヴィーガンサンドイッチと
ガラナジュースを出しますよ。

● ベジタリアン、ハラル、アレルギー対応については、カフェのスタッフまでお気軽にお尋ねください。
● メニューやシェフは変わることもあります。また急きょ、協会主催事業により貸切になることもあります。
● 詳細は、Facebook をご覧ください。https://www.facebook.com/mafgachallengecafe



（公社）日本バレエ協会会員・ＡＯＤＴ会員

＊バレエコース

＊健康コース

：

：

「ロシア国立ペルミバレエ学校日本校」のバレエ教授法取得証明書（Dipolma）や、
日本徒手療法師会より「徒手療法師」の資格認定を与えられた姿勢調整師でもあ
る指導者が、丁寧に分かりやすく指導致します。「バレエは芸術」として長く続けら
れるように、また中高生には学業と両立できるよう配慮しています。3才～ 80才
位の年齢層まで、目的に合わせて気軽に楽しく始められます。

～箕面の地で 40年の歴史～唐木幸子バレエスタジオ

〒562-0041 箕面市桜 4-1-24　阪急牧落駅西側右斜め前（駅より 30M）
０７２－７２１－６３００／７２１－２５７６　http://www.karaki-sachiko-ballet.com/

徒手療法師の資格を持ったバレエ指導者（姿勢科学士）が
健康維持を目的とした姿勢調整を致します。
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国際交流協会（ＭＡＦＧＡ）からのお知らせ
下記についての問合せ・申込みは（公財）箕面市国際交流協会まで　　※開催場所：箕面市立多文化交流センター

☎：072-727-6912 　FAX：072-727-6920 　 ：info@mafga.or.jp

多文化体験・交流・学びクラブ　まふがっこ 対象　：小学生
定員　：５名（要申込）
場所　：オンライン（Zoom)
参加費：無料

読書会
10/17（日）
14:00～16:00

場所　：講座室
参加費：300 円 +ドリンク代
申込み：初参加の場合要申込

Sunday Book Review
英語の原書を一緒に読みましょう！
　読む本：The Remains of the Day ／日の名残り
　著者：　Kazuo Ishiguro ／カズオ　イシグロ

2021年度も地域の子どもたちを対象に、地域に暮らす外国人市民との
交流を通して、多文化を体験する連続講座で、直接文化にふれよう！
【テーマ】中国の文化と遊び　講師：チン・ガセイ

　▶次回：11/6　中原　あや子　エリアネ（ブラジルの文化と遊び）　

10/2（土）
13:30~14:30

多文化体験

定
　
例
　
イ
　
ベ
　
ン
　
ト

10/10（日）
10:30～12:00

多文化共生理解のための読書会
「ある在日コリアン家族の物語
　つないで、手と心と思い～絵と物語で読む在日 100 年史」を読む。
本を読んで集まり、感じたこと、考えたことを話しましょう。
申込みくださった方には、本をお貸しします。（要返却）

定員　：10 名（要申込）
場所　：オンライン（Zoom）
参加費：無料

読書会

秋の多文化ボランティアセミナー

イベントの内容が変更、延期、または中止になる可能性があります。最新情報は協会HPを確認ください。www.mafga.or.jp

10/16（土）
18:00～20:00

上映会 みのお cinemo 上映会 毎月１本、視点を豊かにする映画を上映

【上映作品】　ヴァンダナ・シヴァのいのちの種を抱きしめて
「すべては人間のため」という人間主義から、地球中心主義へと移行する時です。
私たちにすべてを与えてくれているのは地球なのだから。ーヴァンダナ・シヴァ　
上映後に感想交流会あり。（オンライン併用）

定員　：10 名（要申込）
場所　：comm cafe
参加費：
　一般　700 円
　賛助会員・大学生以下　無料
　（+ドリンク代300円～）

定員　　：40名（要申込）
場所　　：講座室
参加費　：550円 /日
賛助会員：無料
保育　　：あり（３名・要申込）

13:30-14:00　国際交流協会の紹介　
　　　　◎講師：公益財団法人箕面市国際交流協会　職員
14:00-16:00　講演＆ワークショップ
　　　多様性社会の作り方 ～身近な人にどう働きかける？！～
　　　　◎講師：北川知子（NPO法人とんだばやし国際交流協会理事長） 

企業向け　外国人人材活用セミナー企業向け
今後外国人市民の雇用を検討している企業や、すでに始めた企業
向けセミナー第２弾。「多様性あふれる職場「あるある」など、
日本ではたらいている外国人の体験談を聞きます。

対象　：
 外国人市民の雇用を検討している企業
 外国人市民を雇用している企業
定員　：10 団体（要申込）
場所　：講座室
参加費：無料

12/17（金）
14:30-16:00　

10/9

13:30-16:00
( 土 )

10/16
14:00-17:00

( 土 )

14:00-16:00　講演
　　　身近なワクワクの作り方 ～自分の町はもっと楽しくなる！～
　　　　◎講師：森本アリ（旧グッゲンハイム邸管理人・音楽家）
16:00-17:00 ボランティア活動紹介
　　　　◎協会で活動するボランティア団体



MAFGA（公財）箕面市国際交流協会　月刊情報誌　めろん　No.169(2021 年 10 月 1 日発行 ) ７

問合せ・申込みはそれぞれの各団体へお願いします。

他団体からのお知らせ

みんぱく

開催中～
11/30（火）　

お祭り
キャンパスが移動した、大阪大学箕面キャンパスでの初めてのお祭り。
テーマは「世界旅行」学生団体だけでなく、地域の様々な団体が集い、
国や文化についてふれることのできるイベントが満載！
★参加には事前登録が必要★

場所　：大阪大学箕面キャンパス
　　　　（大阪府箕面市船場東3-5-10）
参加費：無料（要事前申込）
申込：
　https://kokusaifes.com/home/visitor/
主催　：箕面国際フェスティバル学生運営事務局

箕面国際フェスティバル
「ようこそ、箕面船場国際空港へ。」

映画祭

コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの内容が変更、延期、または中止になる可能性があります。

特別展ユニバーサル　ミュージアム
　　　さわる！「触」の大博覧会

「みんなの 1 日知ってみたい！～ 7 人の物語」
MAFGA に繋がる様々なルーツを持つ 7人をゲストとして招き、
一人一人の 1日を話してもらう参加型セッション。
同じ一日の使い方がこんなにも違うの！という驚きと。
意外に似てるな！という驚きも？！お互いの一日をシェアしましょう！

映画祭 大阪ドイツ映画祭 2021/
Deutsches Filmfestival in Osaka 2021
2021 年ドイツと日本の間で修好通商条約が結ばれてから 160 年目を
迎えることを記念して開催。７作品を上映する。
◎ 10/2（土）13:00 ～　「バルーン 奇蹟の脱出飛行」 "Ballon"　
　　2018年/ドイツ/ミヒャエル・ブリー・ベルビヒ監督/125分/ドイツ語（日本語字幕）
◎ 10/3（日）10:00 ～　「パウルとパウラの伝説」 "Die Legende von Paul und Paula"
　　1973年/東ドイツ/ハイナー・カーロウ監督/105分/ドイツ語（日本語字幕）

対象　：中学生以上
場所　：大阪工業大学梅田キャンパス 
　　　　　OIT梅田タワー 常翔ホール
参加費：無料（要事前申込）
主催　：大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館
協賛　：一般財団法人 山岡記念財団

　

　

場所　：国立民族学博物館
　　　　　（吹田市千里万博公園10-1）

開館時間：10:00-17:00（水曜閉
館）
観覧料：大人880円、大学生450円

さわって体験できるアート作品が大集合！「歴史にさわる」
「風景にさわる」「音にさわる」などのテーマの下「触」の可
能性を探る大博覧会。
会期中、映画会やシンポジウムなど関連企画多数開催
＊特別展の観覧料で、本館展示も観覧可

10/2（土）
12:00-18:00

・
10/3（日）
10:00-19:00

ちょっとロハスな映画祭2021～めんどくさいを楽しもう～ 場所　：豊中市立eMIRAIE環境交流センター
　　　　（豊中市中桜塚 1-24-20）
参加費：① 500 円　② 800 円
申込　：　06-6844-861
共催　：あしたの暮らしとよなか
　　　　豊中市立eMIRAIE環境交流センター

10/30（土）
・

10/31（日）

PRISON CIRCLE プリズン・サークル
受刑者同士の対話をベースに犯罪の原因を探り更生を促す、
TC（Therapeutic Community= 回復共同体）」というプログ
ラムを導入した官民協働の刑務所「島根あさひ社会復帰促進
センター」を追ったドキュメンタリー映画を上映。
　◎監督坂上香／ 2019 年／ 136 分／日本／配給東風

上映会

10/9（土）
① 10 時～
② 14 時～

場所　：人権平和センター豊中
　　　　　（豊中市岡町北3-13-7）
参加費：無料
定員　：100 名（要申込）
主催・申込：
　（一財）とよなか人権文化まちづくり協会
　TEL：06-6841-5300

◎上映作品
　①『弁当の日』　10/30( 土 )11:00 ～、10/31( 日 )13:00 ～
　②『いただきます』
　　　10/30( 土 )14:00 ～、10/31( 日 )10:00 ～、15:00 ～
◎トーク：【今、地域から何ができるのか～】

10/2（土）
10:00-18:50

・
10/3（日）
10:00-19:00

場所　：大阪大学箕面キャンパス
　　　　講義棟 6F　628・629 教室

企画日時	：
　  10/2(土 )13:00、14:00、15:00
　  10/3(日 )11:00、13:00、14:00、15:00



出　発 バス番号 最寄バス停
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千里国際
キャンパス

豊川南
小学校プロフーズ

松出公園

Ｇ
ス 関西

スーパー

スターバックス

コミュニティセンター
太陽の家

小野原

小野原西
６丁目

勝尾寺口西

←石橋←石橋  ｵ    

豊川支所豊川支所

西国街道

多文化交流
センター

オレンジゆずるバス

阪急バス
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「めろん」　編集スタッフ
【ボランティア】井嶋眞佐子、荻野克彦、崔聖子、中島美瑛、西岡夏希、山下三千世、結城なお、鷲尾則昭

【事務局】 宇治野清隆、岩城あすか、河合大輔、末原真紀、中村由紀、鳥羽山良平

問合せ：（公財）箕面市国際交流協会　〒 562-0032 箕面市小野原西 5-2-36　多文化交流センター
Tel：072-727-6912　Fax：072-727-6920　E-mail：info@mafga.or.jp

HP：www.mafga.or.jp　FB：facebook.com/Mafga　みのお多言語ポータル：http://portal.mafga.or.jp/

30、55、56
58、59、66

175、176

70

70、78

92

●（平日・土曜）黄ルート「多文化交流センター前」
　または赤ルート「小野原南」から西へ約 550m
●（日曜・祝日）緑ルート 「小野原西五丁目」から西へ約 200m
　※「多文化交流センター前」には停まりません。

小野原
小野原西
小野原南
小野原西５丁目
関西学院千里国際キャンパス
小野原
小野原西

千里中央
北千里方面から

阪急石橋から

ＪＲ茨木方面から

Ｇ . Ｓ
エネオス
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　筆者は京都の大学に通う学生で、国際社会学を専攻している。今回は、私が最近観た映画「東京クルド」につ
いて紹介したいと思う。
　「東京クルド」は、日本で難民申請を続けるトルコ国籍のクルド人青年、オザンとラマザンの日常を映したドキュ
メンタリー作品だ。スクリーンには、同じ日本で暮らしているとは思えないほどの彼らの「日常」が映し出され
ていた。東京の街で繰り広げられるトルコ人とクルド人の乱闘の様子。見えない壁に何度も夢を砕かれて「将来
が見えない」とつぶやく青年の姿。中でも、日本で働きたい彼らに対して入管職員が放った「帰ればいいんだよ。
他の国行ってよ他の国。」という言葉が耳にこびりついて離れない。
この映画を観て、社会学者・ケイン樹里安さんの言葉を思い出した。

　マジョリティとは、気付かずにいられる人 / 気にしないでいられる人。（中略）「気づかず・知らず・みずから
は傷つかずにすませられること」は、マジョリティのもつ特権だ（後略）。（ケイン樹里安　note より）

　今までの自分は「マジョリティ」としての特権に甘んじていたのではないか。そんな思いが胸をよぎった。こ
れは遠いどこかの誰かの物語ではない。日本で生きる私たちの現実だ。自分自身が今まで「気付かずにいられた」
ことに向き合う必要があると痛感した。
　10月末からは兵庫県宝塚市のシネ・ピピアでの上映が予定されている。機会があればぜひご覧になってほしい。(中島)

「めろん」は箕面市国際交流協会と協会ボランティアが協働し、
地域の多様性を高める情報をみなさんにお届けしています。
取材に行ったり、記事を書いたり、誌面をいっしょに作るボ
ランティアを募集しています。イベントやセミナーの企画や
勉強会なども行います。多文化共生に関心のある方、ぜひご
参加ください！！会議の日程は変更になる場合がありますの
で、参加される際は、事前に協会までお問合せください。

めろん編集ボランティアスタッフ 募集中！

「めろん」をより多くの方に知ってもらうために、
自治会や PTA、同窓会、研修、セミナーや授業など
様々な催しで、地域から多文化共生を考えるための
ツールとして配ってくださいませんか。
置いてくださるお店なども大歓迎！
フォームから必要事項を記入ください。

めろんの広報にご協力ください！


